２００６月４月吉日

各位

団体名　  青森県社会保障推進協議会

代表者名  会長  大竹  進　　公印略

連絡先    〒030-0813

青森県青森市松原１丁目２－１２

                                                        青森県保険医会館内

（017）722－5483

療養病床の削減・廃止反対、同病床入院基本料の是正を求める

団体署名および請願署名のお願い

謹啓  早春の候、各位にはますますご清祥と存じ上げます。

  本会、青森県社会保障推進協議会（略称：県社保協）は、青森県の医療、年金、福祉、介護などの社会保障制度の改善をめざして、労働組合、医療、福祉関連の諸団体、女性団体などが集まって創設された組織です。

  さて、ご承知のように、政府・与党は、関連法案として、医療療養型病床２５万床・介護療養型１３万床のうち、医療保険適用分１５万床まで削減し、２３万床を老健・特定施設に転換する削減・廃止計画を強行しようとしています。この削減・廃止計画を許すならば、医療や療養を必要とする患者・利用者を地域に追い出し、１０万人を超える「介護難民」「療養難民」を生み出す深刻な社会問題を引き起こすことになります。また、療養病床の削減・廃止計画を先取りしての入院基本料の引き下げは、医療経営を困難にさせ、いっそう第一線医療を困難にさせるものです。

北海道では、社会福祉法人隣保院付属病院（療養７５床・介護４３床）の閉鎖が発表され、医療制度「改革」と診療報酬大幅引き下げの犠牲となり、地域医療に深刻な打撃を与えています。

私たちは、医療療養型病床の削減と、介護療養型病床の全廃に反対し、療養病床の入院基本料の抜本的な是正、療養・介護の環境とサービスの拡充を強く求めるものです。  

つきましては、団体署名および請願署名にご賛同いただき、ご協力をお願い申し上げる次第です。賛同いただければ、４月末までに同封の返信封筒にて当方にお送りください。よろしくお願い申し上げます。

みなさまの益々のご活躍をご祈念申し上げ、お願いとさせていただきます。

謹白
